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研究成果の概要（和文）：今世紀、ロシアは軍事大国化し、2014年にクリミアを併合、2015年にシリア戦争に参
戦した。それまで中東・環黒海地域でばらばらに展開してきた諸紛争がロシアを軸として関連し始めたことに注
目し、国内外で旧ソ連研究者と中東研究者の研究協力を強化することを本研究は目指した。2020―2021年度、
COVID-19 のせいで海外渡航も海外からの研究者招聘もできないという困難に見舞われたが、その分、予算を繰
り越すことになり、2023年度に活発に国際的な学会参加・研究集会組織を行った。研究課題に則して多数の業績
を発表したのみならず、露ウ戦争・パレスチナ戦争開始後、日本社会に専門知識を提供することができた。

研究成果の概要（英文）：In this century, Russia revitalized as a military power, annexed Crimea in 
2014, and participated in the Syrian War in 2015. Various conflicts, which used to unfold separately
 from each other in the Middle East and the Black Sea Rim, began to be connected with each other. 
Scholars were not able to cope with this situation because former Soviet and Middle East specialists
 did not cooperate actively. We targeted to overcome this academic segregation. In 2020-2021, 
COVID-19 prevented us from promoting international cooperation, but in 2022-2023 we restarted 
international activities. We could publish many articles and books on the planned research agenda: 
(1) Russia’s military per se, (2) the Russian government’s decision-making, (3) macro-regional 
analysis, and (4) refugees and other humanitarian issues. Moreover, we could satisfy Japanese 
society’s demand for qualified expertise after the beginning of the Russo-Ukrainian and Gaza Wars, 
partly thanks to this project.

研究分野：政治学

キーワード： 露ウ戦争　ドンバス戦争　シリア戦争　第2次カラバフ戦争　ロシア　ウクライナ　トルコ　プーチン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
旧ソ連・中東の枠を超えた協力関係が形成され、当初設定していた①軍事プロパー、②ロシアの政策決定過程、
③広域研究、④難民など戦争人道問題のすべてについて、多数の業績を発表することができた。2022年にはウク
ライナ戦争、2023年にはパレスチナ（ガザ）戦争が始まった。本研究の代表者・分担者は、学会や学術出版物に
だけでなく、テレビ、新聞、ユーチューブ、総合誌、新書の形で論考を活発に発表することを求められたが、本
研究の下地もあって、時局論ではない、質の高い知識を社会還元することができたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

（１）２１世紀に入るとロシアは軍事大国化し、2014 年にクリミアを併合し、2015 年に 
シリア戦争に参戦した。このことによって、それまで中東・環黒海地域でばらばらに展開し 
てきた諸紛争がロシアを軸として関連し始めた。  
（２）ところが研究の側は、日本においても諸外国においても、旧ソ連研究と中東研究の 交
流・協力が不足していたため、この新しい状況に対応できなかった。ロシアの中東政策、 コ
ーカサス政策、ウクライナ政策、およびそれらが置かれた環境を総合的に分析することがで
きなかった。 

 

 

２．研究の目的 

（１）中東・環黒海地域におけるロシアの軍事外交政策に関心を持つ研究者を国内また国際 
的に糾合して、旧ソ連研究者と中東研究者が連携した新たなコミュニティを作る。  
（２）日本の社会科学においては傍流の位置に置かれてきた軍事を本研究の中心に据え、軍 
事研究の水準を上げる。  
（３）ロシア・対・西側、ロシア・対・ウクライナ、ロシア・対・トルコといった二国間・ 
二極間関係のみではなく、環黒海地域と中東をカバーした広域政治を明らかにする。  
（４）国家だけではなく、紛争地の擬似国家、傭兵企業、国際 NGO、（クルド人、メグル 
人、クリミア・タタールなどの）跨境民族に代表されるトランスナショナルなアクターに注 
目する。これは、分離紛争を研究する際に特に有益な視角である。  
（５）これまで実証が難しかったロシア大統領府の政策決定過程を考察する。  
（６）難民、戦争犯罪など戦争の人道問題とそれへの国、自治体、宗教団体などの対処を調 
査する。 

 

 

３．研究の方法 

（１）研究代表者、分担者、海外協力者を、①軍事プロパー、②ロシアの政策決定過程、③ 
中東・環黒海広域政治、④戦争の人道問題に緩やかに張り付け、研究の推進をめざした。 
（２）各年度に重点的調査地域を設定し、現地調査する。2000―2001 年に困難に直面した 
が、2022 年に再開した。  
（３）国際的にパネル組織し、ペーパーを発表することによって、旧ソ連研究者と中東研究 
者を網羅する新たな研究コミュニティを形成する。 
 
 
４．研究成果 
（１）国際協力強化（上記３－（３））については、2019 年のスラブ・ユーラシア研究東ア 
ジア・コンフェレンス（東京大学で開催）でも、ASEEES（サンフランシスコ）でも、ドン 
バス戦争とロシアの軍事政策をテーマにしたパネルをそれぞれ２つ組織し、順調な切り出 
しであった。2020―2021 年、COVID-19 のため国際共同は困難に直面したが、2022 年に 
様式 C-19、F-19-1（共通） 再開した。主な例は次の通り。 ①2022 年 9 月 7 日、研究分
担者である黒木がベイルートで開催し、松里が報告した  International Conference, 
“Middle Eastern, Balkan and Japanese Perspectives on the Global and Regional Impacts 
of the Ukraine War,” Japan Center for Middle Eastern Studies, Beirut, Lebanon。 ②
2022 年 12 月 10‐11 日に行われた第 11 回スラブ・ユーラシア研究東アジアコンフェ
レ ンス（オンライン）で 2 つのパネルを組織した。 ③2023 年 1 月米露から著名な軍事
専門家（マイケル・コフマンとヴィタリー・カシン） を招いて、東京大学と京都大学でセ
ミナーを開催した。 ④海外協力者のヴァレンチン・ヤクシクが 2023 年 7 月 29 日に九
州大学で組織した International Workshop, “Comparative Studies: Taiwan and Ukraine”
において松里が報告した。⑤ 海外協力者のヘンリー・ヘイルが 2024 年 1 月 27 日に勤
務校であるジョージ・ワシントン 大学で開催した Workshop on Contemporary Ukrainian 
Politics 2024, “Informal Politics: Regime Change and Ukrainian Democracy”に松里が招
聘されて報告した。  
 
（２）４つの研究課題につき、知見を要約すると以下の通り。  
軍事：2008 年の南オセチア戦争においてロシア軍の有事即応能力、空軍力の弱さが露呈 し
たため、アナトーリー・セルジュゴフ国防相の改革が始まった。この改革は、近い将来に 国
家間の大規模戦争はないだろうとの見通しの下、軍の伝統的師団編成を改め、戦術グルー 
プと呼ばれる単位を導入した。軍の抵抗でセルジュゴフは解任され、セルゲイ・ショイグが 
国防相になった。シリア戦争前夜、ロシア空軍は航空宇宙軍に改組された。シリア戦争では、 



「ロシア航空宇宙軍が空から助け、シリア政府軍が地上戦を戦う」という分業がうまくいっ 
たため、ロシアの歩兵戦力の弱化が露呈せず、ロシア指導部は楽観的な見通しの下、ウクラ 
イナに侵攻することになった。 2016 年の小規模なカラバフ紛争にアゼルバイジャン側が
無人機を投入したので、来るべ き戦争で無人機・ドローンが大きな役割を果たすことが事
前に予想された。ロシア軍は巡航 ミサイル・超音速ミサイルの技術革新に集中していたた
め、この方面また多連装ロケット、 通常の榴弾砲の命中精度を上げる技術では立ち遅れて
おり、それが緒戦の苦戦の一因とな った。 その後、ロシア軍もまた無人機・ドローンを多
用するようになったため、両軍ともに、戦 車、装甲車、塹壕、防弾壕などの歩兵戦の伝統
的アイテムが脆弱になった。これは、西側の ウクライナへの戦車等の供与が大きな効果を
生まなかった原因のひとつである。格段に消 耗度を増した歩兵戦への依存を減らすために
ロシア軍は 500 キログラム誘導弾、フガース 弾など破壊力の強い砲弾を使い始め、それ
がさらにウクライナ軍の損失を大きくした。 
 
ロシアの政策決定過程：ロシアの政策決定過程は、一方では「クレムリンには 10 の塔（大 
統領の部下）がある」と言われるように、安全保障問題についてさえ、大統領が部下や現地 
様式 C-19、F-19-1（共通） のジュニア・パートナーに勝手に政策を展開させ、調整が必要
になった時に強い調整力を発 揮するのが常である。 他面では、ロシアの政策決定において、
一極世界終焉というイデオロギー的な要因が強く なってきた。とりわけシリア戦争の結果、
楽観論（「アメリカの反テロ戦争がことごとく失 敗するのは、一極世界が終わりつつあるか
らだ」）、と悲観論（「イスラーム急進派がシリア で覇権を確立すれば、旧ソ連出身の急進派
が旧ソ連に帰還してくるだろう」）が結合し、そ のため政策が急進化して、「いちかばちか」
の様相を帯びてきた。ウクライナに対しても、 「一極世界の終焉」という楽観論と、「だか
らこそ西側はロシアにウクライナをけしかけて いる」という悲観論が結合した。 露ウ開戦
開戦後は、負担を過重にせず国民の戦争支持を継続させるために、戦闘規模が抑 えられて
いる（低水準戦時体制）。  
 
中東・環黒海広域政治：シリア戦争の初期においては、西側とアラブ諸国・トルコの反ア サ
ド連合が成立し、アサド政権は非常に苦しい状況にあった。ロシアはシリア戦争に介入し、 
アサド政権とアラブ諸国・トルコの間を仲介する活動を行った。これによりロシアはアサド 
体制を救済したのみではなく、中東に新規の武器マーケットを獲得した。シリア戦争中のロ 
シアの中東外交の成功が、露ウ戦争の開始後、中東諸国がウクライナに同情的でないことの 
背景にある。 ウクライナの政治体制は、地域閥が中央への影響力をめぐって競合していた
求心的寡頭 制から、中央政治と地方政治がバラバラのポピュリスト体制に移行した。その
ポピュリズム の一環として、2018 年頃からウクライナの与党勢力は、ウクライナの 
NATO 加盟、EU 加 盟を異常に強調するようになり、ロシアとの関係が悪化した。 エル
ドアン時代のトルコ外交は、米国一極支配が弱まる中で、受動的なソフト・バランス 戦術
から積極的なヘッジ戦術に移行した。つまりエルドアン政権は西側とロシア・中国の間 で
バランスをとるようになり、しかも国内受けも狙って、様々な外交上の提言をするように 
なった。  
 
戦争人道問題：黒木・錦田が主に論じた。黒木は（しばしばイスラーム文化と結びついた） 
コネクティビリティ、錦田はシティズンシップという概念を用いた。難民が必ずしも受動的 
存在ではないこと、また難民を受け入れる側の社会も変化を迫られることを、黒木・錦田は 
強調した。 
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
小泉悠 53: 11
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
演習から読み解くロ中の軍事関係 : 巨大演習「ヴォストーク2018」とその周辺

ロシアNIS調査月報 29－40

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
小泉悠 63: 11
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ロシアにとっての軍事力とは何か：「大国」ロシアと軍事力の「効用」

インテリジェンス・レポート 46－57

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
小泉悠 122
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
新国家装備計画「GPV-2027」潜水艦・洋上航空戦力編

軍事研究 218－232

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
小泉悠 53: 12
 １．著者名



〔学会発表〕　計65件（うち招待講演　24件／うち国際学会　39件）

2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Slavic-Eurasian Research Center 2022 Summer International Symposium, “An Anarchist Turn? Imperial Rule and Resistance in
the Long Twentieth Century”（国際学会）

International Conference, “Middle Eastern, Balkan and Japanese Perspectives on the Global and Regional Impacts of the
Ukraine War,” Japan Center for Middle Eastern Studies, Beirut, Lebanon（国際学会）

ロシア史研究会2022年度大会、法政大学

ロシア・東欧学会2022年度大会、新潟大学

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kimitaka Matsuzato

Kimitaka Matsuzato

松里公孝

松里公孝

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Secession Conflicts in Post-Soviet Countries: Federalization, Land-for-Peace, or a War Once More

Secession Conflicts and How to Solve Them: Towards Comparison between the Former Communist Countries and the Middle East

帝政末期右岸ウクライナの正教司祭とロシア人民同盟―右派ポピュリズムと村政治

ロシアの戦争目的―政権打倒、征服、そして領土整理へ



2022年

2022年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

11th East Asian Conference on Slavic Eurasian Studies, East China Normal University, China (Online)（招待講演）（国際学会）

11th East Asian Conference on Slavic Eurasian Studies, East China Normal University, China (Online)（国際学会）

岡山大学文学部プロジェクト講演会（招待講演）

Special Seminar, East China Normal University, Shanghai, PRC（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kimitaka Matsuzato

Kimitaka Matsuzato

松里公孝

Kimitaka Matsuzato

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Kimitaka Matsuzato, Keynote Speech, “Crises in Slavic Eurasia after February 24. Revisiting the Late Soviet Period”

Fire on the Opposite Shore: Moldovan Politics Facing the Russian Army Approaching Odesa

クリミアとドンバスの分離運動―ロシア・ウクライナ戦争の起源

Federalization, Land-for-Peace, or a War once more: Secession Conflicts in post-Soviet Countries



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

10th World Congress, International Council for Central and East European Studies, 3-8 August 2021 (online)（国際学会）

20й Всероссийский семинар "Социологические проблемы институтов вла
сти в условиях российской трансформации"（国際学会）

ICAS 12 Panel “Climate Change and Water Politics in Asia from Comparative Perspective（国際学会）

 ３．学会等名

Д. Сельцер, К. Мацузато

Aiko Nishikida

Atsushi Ogushi,

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Развитие кадровой политики в КНР в поздние годы руководства Ху Цзин
ьтао

“Correlation of the Jordanian Water Strategy with the Global SDGs Movement (online)

Changing Political Cleavages in Ukraine

The Syrian War and Russia's Weltpolitik

 １．発表者名

 １．発表者名
Kimitaka Matsuzato

10th World Congress, International Council for Central and East European Studies, 3-8 August 2021 (online)（国際学会）



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 1st International Conference “Phenomena of Neo-Diaspora in Post-Arab Spring,” The Institute of Middle East Studies at
Hankuk University of Foreign Studies（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IPSA2021 (online panel, "Nationalism and Voluntary Repatriation of Refugees: Future of the Syrian Conflict within its
Historical Experience”)（国際学会）

Aiko Nishikida

Kohei Imai

Kohei Imai

Hidemitsu Kuroki

IPSA 2021（国際学会）

EISA PEC 2021（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Identity and Identification of the Syrian Refugees in Germany

Economic Diplomacy on Turkish foreign policy under AKP

Who Cares about Refugee Issues in Elections?-Preliminary Considerations about Turkish Citizens

Multilayered and Interactive Networks of Syrian and Lebanese Diaspora: A Historical Perspective,”

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2020年～2021年

2020年～2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本中東学会第37回年次大会・公開講演会（オンライン）（招待講演）

京都大学Project Watan 講演会「レバノンは今」（招待講演）

ロシア・東欧学会　2020年度年次大会

黒木英充

黒木英充

松里公孝

Aiko Nishikida, Yutaka Takaoka, and Shingo Hamanaka

European Social Science History conference (ESSHC) Annual Conference 2021（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

コロナ危機から1年、スペイン風邪から100年　COVID-19 の先の中東と中東研究

レバノン・シリア移民の歴史と背景、レバノン危機の現在

ロシアのシリア戦争への介入理由

The Circumstances and Challenges for the Return Migration of Syrian Migrants-Refugees

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年～2021年

2020年～2021年

2020年～2021年

2020年～2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第228回広島大学平和センター研究会（招待講演）

新学術領域研究「グローバル関係学」連続ウェブ・セミナー「新型コロナウィルスと中東」第1回（招待講演）

学術変革研究「イスラーム信頼学」A03・B01ワークショップ

 ３．学会等名

黒木英充

黒木英充

錦田愛子

黒木英充

日本国際政治学会　2020年度年次大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

疫病により試される社会の力ー近現代のシリア・レバノンから

レバノン・シリア移民のコネクティビティと信頼構築

国家主権の外側におかれる者の危機――移民／難民およびパレスチナの権利をめぐって

疫病と社会 ―レバノンが直面する困難と将来

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年～2021年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 9th East Asian Conference on Slavic Eurasian Studies (東京大学本郷キャンパス, 6月29－30日)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本中東学会

今井宏平

Kimitaka Matsuzato

Kimitaka Matsuzato

Kimitaka Matsuzato

北京大学歴史学部セミナー, 4月12日（招待講演）

International Conference, “Area Studies Towards the 21st Century: Global Experiences and China Paradigms, ” Institute of
Area Studies, Peking University, PRC, 13－14 April（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

クルディスタン労働者党（PKK）の戦略変化に関する政治学的考察

Governor-generalships in Asiatic Russia: Geopolitics and Territorial Management

Cultural Geopolitics and Area Studies

Geopolitics and Semi-Presidentialism: Constitutional Reforms in Ukraine and Moldova since 2008

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ASEEES 48th Annual Convention, San Francisco, USA, 23-26 November（国際学会）

ASEEES 48th Annual Convention, San Francisco, USA, 23-26 November（国際学会）

Symposium “Crossing Boundaries: Migration, Mediation, Morality,” 東京大学東洋文化研究所, 6月9日（招待講演）（国際学会）

Kimitaka Matsuzato

Kimitaka Matsuzato

Hidemitsu Kuroki

Hidemitsu Kuroki

The 9th East Asian Conference on Slavic Eurasian Studies (東京大学本郷キャンパス, 6月29－30日)（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The Orthodox Clergy and the Union of the Russian People in Right-Bank Ukraine in 1905-1914

On Slavic Eurasian Studies in Japan

Unwittingly Globalized: Connectivity of Lebanese and Syrian Migrants during the Late 19th and Early 20th Centuries

A Far Dwelling Friend is Better than a Near Kinsman?: The Structure of the Eastern Question and the Russian Involvement in
the Syrian Civil War

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Workshop "Lebanese, Yugoslavian, and Syrian Civil Wars and their Aftermath,”Institute for Contemporary History, Belgrad, 12
September（招待講演）（国際学会）

第223回　広島大学平和センター研究会, 広島大学総合科学部, 10月31日（招待講演）

緊急ワークショップ「『アラブの春』再来？スーダン、レバノン、そしてイラク」、明治大学駿河台キャンパス、12月15日（招待講演）

 ３．学会等名

黒木英充

黒木英充

Hidemitsu Kuroki

Hidemitsu Kuroki

2019 Korean Association for Middle East Studies International Conference, Hankuk University of Foreign Studies, Seoul, 23
November（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

世界の内戦を考える：レバノン、ユーゴスラビア、シリアを事例に

レバノン、160年越しの変革なるか：宗派体制・宗派主義の行方、暗転の兆し

The Syrian Civil War in Comparison with the Lebanese and Yugoslavian Civil Wars

Opening Remarks

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
SDGs Seminar 2020-1, 東京大学本郷キャンパス, 1月23日（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 9th East Asian Conference on Slavic Eurasian Studies (東京大学本郷キャンパス, 6月29－30日)（国際学会）

Aiko Nishikida

Aiko Nishikida

Aiko Nishikida and Hiroyuki Aoyama

Aiko Nishikida

International Conference “Syrian Refugee Crisis: for Regional to Global Challenges.” Institute of Oriental Studies,
National Academy of Science of Armenia, Yerevan, 2 September（招待講演）（国際学会）

Symposium, "The Global Syrian Refugee Crisis: Health and Socioeconomic Perspectives, Challenges and Opportunities,"
Gaziantep University, Turkey, 16 October（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Multi-level Support System and Its Appreciation by Syrian Refugees in Germany

After the Crisis in 2015 Adaptation of Syrian Refugees in Germany

A Comparative Study of Dynamics and Perception of the Syrian Refugees

The Institutions and Organizations of Refugee Integration: Voices of Bosnian-Herzegovinian and Syrian Refugees, and Lessons
from their First Years in Sweden

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本中東学会第 35 回年次大会, 秋田大学, 5月12日

S&Aフォーラム, 虎ノ門琴平タワー, 5月29日（招待講演）

日本国際政治学会, 新潟コンベンションセンター, 10月18―20日

錦田愛子

錦田愛子

大串敦

Atsushi Ogushi

International Symposium, ‘Global Crisis of Democracy? Rise and Evolution of Authoritarianism and Populism,’ The Slavic-
Eurasian Research Center, Hokkaido University, 4-5 July（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

帰還をめぐる思い：シリア難民の移動に対する意識の比較分析

イスラエル選挙と中東和平の行方

プーチンのグランド・ストラテジー？：ロシアの紛争介入を事例として

Russian Deputy Ministers: Patrimonial or Technocratic Elites?

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

13th Pan-European Conference on International Relations, Sofia, 14 September（国際学会）

日本比較政治学会第22回研究大会、筑波大学、6月29日

Mediterranean Studies Association, 22nd Annual International Congress, University of Crete, Greece, 29 May-2 June（国際学
会）

 ３．学会等名

今井宏平

Kohei Imai

Atsushi Ogushi

Kohei Imai

The 9th East Asian Conference on Slavic Eurasian Studies (東京大学本郷キャンパス, 6月29－30日)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

外圧による民主化と新興国の民主化支援との関係：公正発展党政権期のトルコを事例として

Why Turkey Focuses on Establishment of Small Scale Organizations?: Causes and Conditions

Toward a Party System Collapse? Chaotic Elite Realignment in Ukraine

Why Protests against the U.S. Bases Have not Frequently Happened in Turkey?”,

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
ロシア政治学会第3回大会（モスクワ市、ロシア）（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ASEEES 48th Annual Convention, San Francisco, USA, 23-26 November（国際学会）

Yu Koizumi

Kimitaka Matsuzato

Kimitaka Matsuzato, M.-R. Ibragimov

Кимитака Мацузато

International Symposium, “Russian Policy and the War in Ukraine’s Donbas: Options for the Future and Canadian Responses”
University of Alberta (Edmonton, Canada)（招待講演）（国際学会）

ASEEES 48th Annual Convention (Boston, USA)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Russia’s Military Buildup in the Black Sea and Mediterranean Regions: A2/AD Capacities as a Key to Understand Russia’s
Strategic Strength and Vulnerabilities,

The First Four Years of the Donetsk People’s Republic: The Differentiating Elites and Surkov’s Political Technologists

Islam and Local Politics in Counties of South Dagestan under Governor Ramazan Abdulatipov (2013－2017)

Историография по украинскому кризису на Западе

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

上海外国語大学名誉教授任命記念講演（松江、中国）（招待講演）（国際学会）

第4回春の歴史講読会、ユーラシア大学歴史学部（ヌルスルタン市、カザフスタン）（招待講演）（国際学会）

日本国際政治学会2018年度研究大会

Kimitaka Matsuzato

Кимитака Мацузато

今井宏平

Kohei IMAI

Turkish - Japanese Joint Research Workshop on Migration　（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Cultural Geopolitics: Legitimacy of Orthodox Churches in Unrecognized States and Ukraine

Культурная геополитика: легитимность православных церквей на Укра
ине

シリア難民に対するトルコとEUの協調行動

The perception toward child education of Syrian refugees in Turkey

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Turkish-Japanese Joint Research Workshop. YASAR UNIVERSITY, Senate Room, Izmir, Turkey（国際学会）

Comparative Solutions of Conflicts in the World. 21 December 2018. Hotel Zira, Belgrade, Serbia

日本国際政治学会2018年度年次大会

 ３．学会等名

Aiko Nishikida

錦田愛子

Kohei IMAI

Aiko Nishikida

60th ISA Annual Convention（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Prolonged Conflict and Multidimensional: approach to the issue of Palestinian refugees

離散により乗り越える分断――パレスチナ人の再難民化と国民国家

Ideas of intellectual circles during the interwar period and its contribution to non-Western IR: The case of Kadro movement
in Turkey

New Boundary of Japanese Migration Governance

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Workshop “Syrian Civil War: Comparative Perspectives with Lebanese and Yugoslavian Civil Wars”
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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